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平成 23 年度 東京青山同窓会総会 報告
平成23年11月11日（金）　於：ANAインターコンチネンタルホテル東京   野口俊介･84回

切りました。懇親会の後は、多数の参加
者が恒例の二次会に移行し、夜が更け
るのも忘れ、同級生との語らいや先輩・
後輩の世代間交流を大いに楽しみまし
た。
　さて、来年は120回生を東京に迎える
こととなります。記念すべき年の総会が
今年以上の盛会となるよう、皆様方の積
極的なご参加（できれば120名の参加とい
きたいものです）をお願い申し上げます。

　続いて、大滝祐幸校長より、母校の
近況についてのご説明がありました。現
在、真理追究・自主自立・社会貢献を
教育目標に掲げて教育にあたられており、
生徒たちは、勉学及び部活動において、
それに応える成果を挙げているとのこと
です。特に、部活動では、フェンシング、
ボート、陸上競技などの運動部の活躍に
加え、将棋の高校竜王戦での優勝や高
校生クイズ選手権でのベスト８進出など目
覚ましい実績をあげているとのことであり、
頼もしい後輩達が育っていることが良く解
りました。
　懇親会は、今年、卒寿を迎えられた
富所強哉先輩（46回）のご発声による乾
杯にて幕を開け、途中、110周年トークシ
ョーや1975年の青陵祭などの映像で新
潟高校の歴史を振り返りつつ、旧友と杯
を重ね、昔話に華を咲かせました。会の
締め括りの校歌斉唱・応援歌合唱では、
100回生以降の若手が壇上に登り、某84
回生の熱い指導を受けつつ見事に取り仕

　さる11月11日、平成23年度の東京青山
同窓会総会が、首都圏のみならず新潟
や遠くはドイツから総勢90余名の参加によ
り盛大に開催されました。
　東京青山同窓会の猪口孝会長（70回）
のご挨拶により総会を開会し、会務およ
び会計報告のあと、来賓として青山同窓
会の長谷川義明会長（61回）にご挨拶を
頂きました。ご挨拶の中で、先の大震災
で被災した仙台にも青山同窓会が発足し
たことなどのご紹介や、創立120周年記
念事業の準備状況についてのご説明が
ありました。120周年記念事業では、記
念式典の他、最新式プロジェクターの導
入など教育設備の拡充も行う予定であり、
新潟高校の学習環境が一段と向上する
ものと期待されるとのことでした。また、
3,000万円の募金目標が達成できるよう、
同窓生の皆様方のご協力をお願いしたい
との要請もございましたので、今年度の
総会に参加できなかった皆様にも本報告
にてお伝えしたいと思います。

費       目 22年度決算 23年度予算 備     考

総会費 1,051 1,000

新人歓迎会・講演会費 993 950

事務局費 90 100

会議費 10 50

通信費 639 650

印刷費 1,193 500 会報年２回発行

振替手数料 72 75

次年度繰越金 246 671

合      計 4,295 3,996

費       目 22年度決算 23年度予算 備     考

前年度繰越金 782 246

年会費 1,495 1,550 800名

総会会費 828 900

新人歓迎会・講演会費 689 800

本部補助金 500 500

雑収入 0 0

合      計 4,295 3,996

平成22年度決算および23年度予算
（H23.11.11)

収入の部

支出の部

注：22年度　H22.10.1〜H23.9.30
　　23年度　H23.10.1〜H24.9.30

単位：千円



会 長 挨 拶 東京青山同窓会会長　猪口　孝  70回

ぐ人のためのものです。寒い風が身を切
るなかで、流れに逆らって舟を漕ぐこと
は大変な力を必要とします。あまりの辛
さに流れに任せて、つまり流されてしま
うこともできます。それを仲間と踏ん張
って漕ぐうちに、漕ぐ力がつくのです。
それが大事なのです。
　何事も一歩を踏み出すことによって力
量の増強を図ることができるのです。そ
うすることによって、自分の力量を高め
ること、エンパワメントを図ることが大
学在学中の最大課題です。皆さん、東
京はそれを許す多様な都市です。多くの
機会を与える都市です。
　新人歓迎会でお会いしましょう。

これまでの新潟高校の伝統を継ぎ、愛
郷心をもって東京で頑張る皆さんを会員
一同歓迎します。
　東京青山同窓会はその活動の濃密さ
で有名です。これからも都合のつく時に
気軽に参加してください。東京での生活
は大変な側面もありますが、段々慣れて
工夫と努力でむしろ楽しいものになりま
す。
　難しさを克服していく時に、パリ市役
所に書かれている文句は新入生のために
なると思います。原文を勝手に訳すと、
次のようになります。セーヌ川は物を運
ぶために下流から中流のパリまで舟を漕

　新人の皆さん、東京青山同窓会に歓
迎します。今年は昨年に続いて大変な
年になりそうです。とりわけ重要なのは
県立新潟高校の120 周年記念の年です。

　今年は母校創立120周年という記念す
べき年であります。明治25年7月に県内
最初の県立尋常中学校として設立され、
爾来約4万人に上る多くの人材を世に送
り出して参りました。
　多くの分野で、国内のみならず世界
に羽ばたいている同窓生も枚挙の暇が無
く、現役の生徒たちも文武両道の校風を
受け継ぎ、学業に、スポーツ、文化活動
に立派な成績を上げております。
　同窓会としてもこの120周年を記念し
て、学校当局やPTAと共同でいくつか
の記念事業を企画して居ります。主な事
業としては、100年史に次ぐ120年史の編
纂および110周年に次ぐ同窓会名簿の編

纂があります。いずれもこの時期を逃す
と資料の分散などにより継続が困難にな
るものです。
　学校の教育環境向上のため各教室に
電子機器によって教材の映像が映しだ
される新しいシステムの導入を図ります。
教科書のみでなくこのような資料の提示
によってさらに学習効果を上げようとする
新しい試みです。記念式典（10/20）に
おける大阪大学名誉教授神林恒道氏の
講演やパリの国際コンクールで優勝され
た石丸由佳さんのパイプオルガンの演奏
も楽しみです。これら事業に必要な資金
として3000万円の寄付金募集の目標を立
てて居りましたが、お陰さまで3月末には

青山120周年記念事業に寄せて

目標を達成することが出来ました。同窓
生各位の母校への愛情に深く敬意と感
謝を申し上げます。
　同窓各位の一層のご健勝とご活躍を
祈念申し上げます。

青山同窓会会長　長谷川義明　61回

【母校沿革】 
1892年（M25）7月1日 新潟県尋常中学校として創立。
1899年（M32）4月 新潟中学校に改称。
1900年（M33）4月 新潟県新潟中学校に改称。
1901年（M34）8月 新潟県立新潟中学校に改称。
1948年（S23）4月1日 学制改革により新潟県立新潟高
等学校となる。普通科、通信制を設置。
1950年（S25） 4月1日 男女共学開始。
1966年 昭和41年度入試より中学区制へ移行、入試
教科を9教科→5教科へ変更。
1992年（H4） 創立100周年記念式典挙行。
1995年（H7）4月1日 65分授業開始、2学期制導入。
理数科を設置。
1997年（H9） 校舎改築に伴い仮校舎に移転・旧校
舎取り壊し開始。
1999年（H11） 新校舎竣工、移転作業。
2002年（H14） 創立110周年記念式典挙行。
2006年（H18） 3月31日 通信制を閉課。
2006年4月1日 普通科8学級・理数科1学級となる。

2012年度総会：7/12（木）
120周年記念式典：10/20（土）



64回生東京同期会

東京青山玲瓏会ゴルフ

　事務局の二人がマンション7階川崎幹
事宅で今年の同期会案内状往復ハガキ
に一言ずつ添え書きをしている最中にグ
ラグラッと来た。東日本大震災の始まり
だった。その後の地震津波原発の推移
はご承知のとおり。私共にとって一生忘
れられない出来事となった。
　その後同期の皆さんから大きな被害を
受けたという報告はなく今年も盛大に同
期会を開催できた。6月1日（水）午後1
時、場所は有楽町駅前ニュートーキョー

　2012年4月13日（金）、第15回東京青山
玲瓏会ゴルフが、総成カントリークラブで
総勢12名の参加を得て催行されました。
　寒暖定まらぬ今春、開花が遅れてい
たコースの桜が、この日まさに満開。あ
たかも我々の訪れを待ちわびた佳人が、
最高潮の麗姿をもって出迎えてくれたか
のような絶好のゴルフ日和。桜吹雪を浴
びながら、創校120周年の縁に連なる同
窓の集い、爛漫の春を和気藹 ダ々ブルペ
リア競技で、共に楽しく堪能しました。
　今回は、春季大会としては、昨年
3/11の東日本大地震発生の為、取り止
めたため、一年ぶりの会合となり、（60期）
小林満さんから（69期）岡田尚子にかか
る世代の同窓会ゴルフとなりました。
　玲瓏会発足以来、会の中核を担って
来られた61期（安宅久憲さん、竹尾昇
さん、村山健さん）の方 と々、最強の軍

川崎明・坂井敬

遠藤治一 64 回

9階「ラ・ステラ」。銀座にも近く集合に
便利という事で昨年から使うことになっ
た。当初50名の出席回答があったが、
会が近づくにつれて仕事上の急用発生、
体調崩した等の理由で欠席が出て43名
の出席となった。今年も昨年の会以降5
名の方の逝去が判明した。三国六郎、
田中勝男、和田明夫、田中恒夫、山際
哲雄諸氏のご冥福を全員でお祈りした。
　『直木三十五伝』等で受賞された植村
鞆音君が新著『気骨の人城山三郎』を
扶桑社から出版された。書名入りで10冊
持参して頂き有志に購入頂いた。全国
書店に置いているので是非手に取って頂
きたい。

団68期（村山隆男さん、渡辺千艦さん、
渡辺公夫さん）に囲まれたような形で、63
期津久井保さん、64期（高橋正幸さん、
藤田昇三さん、遠藤）の顔ぶれでした。
優勝は、渡辺公夫さん。
　第9回以来、61期金子章さんから引継
ぎ、事務局幹事を担当して参りましたが、
次回の16回から、64期村山隆男さんに担
当交代して頂くことになりました。村山隆
男さんは、今回は準優勝、第10回から13

　和やかな談笑で盛り上がっているとこ
ろで恒例となった自己紹介をかねた1人1
分間スピーチが始まり、それぞれ近況や
趣味、健康等を披露された。ただ50名
近い出席者の立食スタイルの中ではマイ
クの発言とあちこちでの歓談との混線で、
この調整は頭の痛いところである。 
 今年の誕生日で74歳を迎える私たち64
回生「いつ何が起きてもおかしくない年
代」という実感がますます強くなって来た
が、来年もこの時期「元気で又会えた
なぁ」と言い合えることを誓って3時間の
宴会を締めくくった。

回まで、４大会連続優勝の猛者です。
　我らが「青山玲瓏会」が、今年、創
校120周年、「青山同窓会」東京支部の
ゴルフ分科会として、「玲瓏の天を仰ぎ、
古き誇りを新しく」、新潟中学校、高等学
校と続く、母校の歴史と伝統を共にして、
新たな将来と発展を遂げることを、大い
に期待したいと思います。

後列：遠藤、小林、村山健、高橋、渡辺公、岡田、渡辺千
前列：竹尾、安宅、津久井、藤田、村山隆



　2004年5月、98回卒である弟・保苅実
が悪性リンパ腫のためオーストラリアに
て32歳でこの世を去りました。
　弟は高校卒業後、一橋大学経済学
部で学士・修士号、2001年にオーストラ
リア国立大学で博士号を取得し、先住
民アボリジニ研究をする歴史学者として
の人生を歩み始めた矢先のことでした。
2003年夏には新潟日報で「生命あふれ
る大地：アボリジニの世界」という連載
をもち、2004年9月には亡くなる5日前に
原稿を仕上げた彼の処女作である『ラ
ディカル・オーラル・ヒストリー：オース
トラリア先住民アボリジニの歴史実践』

（御茶の水書房）が出版されました。

　「新潟は開港五港の一つで、国際的
な拠点都市としても長い歴史がある」と
時に誇らしげに語ることもある私たち新潟
県人も、実際に開港した新潟で何が起
こったか、伝えうることは実は少ないので
はないか。地元に残る当時の史料が少
ないのだから、それも無理からぬことな
のである。
　新潟県庁で国際交流に長く携わってき
た行政職の私は、二年前に歴史博物館
勤務となったことを機会に、以前から気
になっていた開港初期の新潟港について
調べ始めた。そしてこれらを詳しく知るこ
とができる斬新な史料に出会い、広く紹
介する価値があると考えた。
本書の主要部分は、当時新潟に駐在し
た英国領事が本国に伝えた年次報告書
の訳出である。加えて、当時の英国外

保苅実の遺志を継ぐ 保苅由紀　94回

出版報告 『開港場／新潟からの報告』   青柳正俊 87回

　文化人類学者のフィールドワークとい
う手法をとりながらも、歴史学者として、
神話やメタファーと片付けられがちな、

「史実」とはかけ離れた先住民族側から
の歴史語りに注意深く耳を傾けた彼の、
文章という形の語りは、研究者だけで
なく一般読者にも温かく、そして鋭く訴
えかけます。おかげさまで、学術書とし
てロングセラーの地位を確立し、多くの
大学で教材として読まれています。
　そして、2011年5月に現地オーストラリ
アが首を長くして待っていた“Gurindji 
Journey: A Japanese Historian in the 
Outback”（UNSW Press）をついに出
版することができました。「日本人が、
アボリジニの歴史観を『内側から』書い
た」と、その独創性は高い評価を受け
ています。
　弟は、九ヶ月間の闘病中、世界中に
いる友人と「関係は相互的であったほ

交官の新潟に関する往復公文書類を逐
一調べ、領事館の設置から閉鎖までの
約十年にわたるいきさつを著述した。い
ずれも、私が休日を利用して横浜開港資
料館に通って資料探索した成果である。
　読者は、まず新潟港の潜在力に対す
る領事らの高い評価に驚かされるだろう。
港と町の賑わい、発達した内陸水運、
周辺地域の資源の豊富さ、さらには当
時人口日本一を誇った越後のマーケット。
だが、その期待が満たされる日は一向に
来ない。河口港に宿命の水深の浅さや、
荒天時に安全に風避け・波除けできる停
泊地がないことから、大型外国船の出入
りは稀となり、外国商人たちは次第に新
潟港を見限っていった。港での出来事に
乏しい新潟で、領事らは新潟町や越後・
佐渡の産業、社会生活全般にも広く目を

うがいい」「人とのつながりのなかで今
の僕があり、今の僕がささえられていま
す」と最後までメールで交信を続けまし
た。そして、その彼の言葉に呼応する
かのように、オーストラリア国立大学が
先住民史を専攻する世界中の若手研究
者を対象とした「保苅実記念奨学基金」

（郵便振替口座00500-2-41246）を設立
しました。 「人生は長さではなく深さだ」
と言い、32年の人生に納得して逝った弟
です。その短く深い人生に、この奨学
基金を末永く残すことで「長さ」も与え
てやろうと、「保苅実とつながる会(www.
hokariminoru.org)」を設立し、保苅実
写真展の巡回と図録の販売を初めとす
る、様々な企画を通じて、寄付集めに
奔走しています。
　私の書くこの原稿が、「多くの人とつ
ながっていたい」と最期の瞬間まで望
んだ保苅実という人間を知っていただく
きっかけになればと切に願っています。
そして、そこからまた新たなつながりが
生まれることを彼自身も私達家族も望ん
でいます。

向けて報告を行っている。自らの現地踏
査の様子や、新潟で出会ったエピソード
も豊富に描かれている。往時の様子がま
ざまざと眼に浮かぶ。
　郷土史の専門の方々から、こうした地
道な史料発掘こそ意義深い、と評価い
ただいたことが嬉しい。この本が、新潟
港の歴史と新潟の国際交流の原点を知
るための一助となることを願っている。

『開港場／新潟からの報告 - イギリス外交官が
伝えたこと - 』　考古堂刊
訳 ･ 編 ･ 著：青柳正俊
東京外国語大学ドイツ語学科 卒業／在ミュンヘン日本国総
領事館 副領事／新潟県庁国際課 政策企画員
現在：新潟県立歴史博物館 副館長／新潟日独協会 理事

「保苅実記念奨学基金」への寄付はこちらから（日本国内の窓口）
①【郵便振替口座】00500-2-41246
②【ジャパンネット銀行口座への振込方法】
ジャパンネット銀行（銀行コード0033）／本店営業部（ホンテン）（支店コード001）
普通預金口座番号　3708074 ／受取口座名義　ホカリノブオ
＊詳しくは公式Webサイトをご覧ください。http://www.hokariminoru.org/indexjp.php



母校野球部の関東遠征
星野紹英 84回 

出版報告
『慢性うつ病は必ず治る』
『｢勝ち組｣の男は人生で三度、挫折する』

■3月30日（金）（於：神奈川県慶應高校）
対慶應高校 2－21 ／対大宮西高 11－13
■3月31日（土）（於：埼玉県坂戸西高校）
対坂戸西高 12－29 ／対小川高校 9－9
　3月31日は、東京地区の桜の開花宣言
があった日。この日私は母校野球部の関
東遠征の試合観戦をした。結果は開花
宣言とはほど遠く、観戦できなかった前日
と併せて計4試合の結果はご覧のとおり。
母校野球部の桜は開花せず…、といっ
たところだが、この日だけでも2本のホー
ムランを打つなど、今後に向けて期待を
感じさせる場面もあった。
　今回の関東遠征の発端は2年前の
2010年に遡る。ご記憶の方も多いと思わ
れるが、「新潟高校『21世紀枠』で初
の甲子園出場確実！」とまで下馬評では
噂されたものの結果は落選。もし出場と
なれば東京地区での後援組織の立ち上

　2009年度日本産業カウンセリング学会
の学術賞を受賞したご縁で、『慢性う
つ病は必ず治る』（幻冬舎新書）と『｢
勝ち組｣の男は人生で三度、挫折する』

（中公新書ラクレ）を出版しました。
　『慢性うつ病は必ず治る』は慢性うつ
病を治す方法を独自のうつ病のモデル
とカウンセリングのロードマップを提案し、
８人の事例にもとづいて説明しました。
Amazonベストセラーランクのストレス・心
の病気で１週間１位獲得しました。
　『｢勝ち組｣の男は人生で三度、挫折

げが必要と、周辺在住の野球部ＯＢの間
では人事を含めて具体的に準備を進め
ていた。が、それも虚しく空振りに終わ
る。
　でも、せっかく盛り上がったこの動きを
全くのゼロに帰してしまうのも勿体ない、
とその後も細々ながらも活動を継続。1つ
は臨時コーチの依頼。かつて慶應大学
野球部の監督を務め、現在は70過ぎの
ご高齢ながらも大学野球界の重鎮を担
い、かつ大学や高校でも指導を継続して
いる榊原敏一先生に、伝を頼って依頼し
了解を得る。以後年2 ～ 3回程度新潟に
出向き、練習試合の観戦及びご指導を
仰ぐ。それと並行して話題に出ていたの
が「関東遠征」。東京地区の強豪チー
ムと試合を組みチーム強化の一端として
もらうこと。その結実が今回の関東遠征。
やはり榊原先生のご関係で、最近も甲子
園出場経験のある神奈川県の慶應高校
との試合が実現したと聞く。この試合を
中心に冒頭の４試合がセットされた。
　私は2日目のみの観戦であったが、私

する』は、多くのカウンセリング経験から、
生き方を変えることにより挫折しない人生
を送る処方箋をまとめたものです。
　昨年７月からSOTカウンセリング研究所
として独立し、カウンセリン
グ、企業のメンタルヘルス
対策、講演・研修を行っ
ていますので、お役に立て
ることがあればご連絡下さ
い。

事ながら思い出してしまったことがある。
5年前の夏、長男が所属する埼玉県内
の高校野球部が新チーム合宿を張った
六日町で直江津高校と初の練習試合。
それが1－19の大惨敗。開始早々、思わ
ずネット裏から罵声に近い怒鳴り声を発し
てしまう。しかし、そのチームが１ヶ月も
経たないうちに、今回の相手チームの１
つでもあるシード校の常連大宮西高を相
手に延長12回のサヨナラ勝ち。その番狂
わせ振りは、次試合のチームが5回又は
7回のコールドを予定してアップをしていた
ところ、それが12回まで縺れたため完全
に体調を狂わせたという。秋大会のシー
ド決め大会の1回戦であったがそのまま3
連勝してシード権獲得。大惨敗から1ヶ
月も経たないうちのこの結果。今回の遠
征と間もなく開幕する春大会、という状況
と重なる。５年前の出来事を私事にとどま
らせることなく、後輩には是非これを超え
る戦い・活躍を期待したい。
　3月31日の第2試合は7回同点に追い
ついたところで、「午後からは『春の
嵐』」という天気予報どおりに突然襲って
きた大暴風雨のため試合終了。今回の
関東遠征のスコアは正にこの春の嵐のよ
う。しか～し、今度『春の嵐』を捲き起
こすのは君たちの方だ！ 春大会での健
闘・活躍を約束してくれ！ 会報発行時に
は大会は終わり結果も出ている…。いや
いや、それよりももっと大切な甲子園予選
での『夏の大旋風』を期待する。

緒方俊雄　84回

緒方俊雄　ogata@sot-lab.jp
SOTカウンセリング研究所所長
臨床心理士・産業カウンセラー

冬幻社新書

中公新書ラクレ



平成24年　新人歓迎会･講演会のご案内
日 時

平成２4 年 6 月 22 日（金）
受付開始：午後 6 時
開会：午後 6 時 30 分

会 費

一般：8,000円
女性：6,000円

大学生：3,000円
新人（120回生）：2,000円

会 場

ANAインターコンチネンタルホテル東京
港区赤坂1-12-33　TEL.03-3505-1111（代）

プログラム

◇新人歓迎会◇
旧3年の担任教諭がご出席予定です。

◇ 講 演 会 ◇
講師：田崎正巳（84回）

◇ 懇 親 会 ◇
着席ブッフェ

講 師 紹 介

■ 訃 報 ■
H23 年 10 月〜 H24 年 3 月の期間に
事務局にお知らせいただいた方々です。

心よりご冥福をお祈り申し上げます。

120回
生 ･新

人の皆
さん

お待ち
してい

ます!!

平成 24 年の予定　6/12・10/9・12/11（兼忘年会）

平成 25 年の予定　2/12（兼新年会）・4/9・6/11・10/8・12/10（兼忘年会）

毎回定時19時より◇日本海庄や（赤坂通店）　港区赤坂3-13-7　Tel:03-3586-5003

場所も時間も固定です。ふらりとお立ち寄りください。

予告　本年度の総会は平成 24 年11月9日（金）の予定です。（幹事学年：64 回）

偶 数 月 第 二 火 曜 日 の 会同窓会のHP

田 崎 正 巳  （84回）　
【講演テーマ】　

「経済成長率ナンバーワンのモンゴルと新興国の若者気質」
【略歴】
一橋大学卒。味の素、ボストン・コンサルティング・グループ（BCG）を経て欧州の投資会
社に入りアータルジャパン株式会社を設立し、同社代表取締役とし
てプライベート・エクイティ（PE）ビジネスを展開。企業買収及び企
業経営を手掛ける。その後、ATカーニーヴァイスプレジデントを経
て、 経営コンサルティング会社STRパートナーズを設立、代表に就
任。現在に至る。
2006年〜 08年／グロービス経営大学院研究科長・教授
2008年〜 10年／モンゴル国立大学経済学部教授

当同窓会では、皆さんからの情報を元に常に
会員の住所録をコンピューターにて更新して
おります。「同期会をやってみたいけれど、皆
の住所がわからない…。アイツは今どうして
いるんだろう？」などとお思いの方は事務局
までお尋ね下さい。学年毎のリストを出力し
てお届けいたします。
ご希望の卒業回数を明記し、代表者の連絡先・
送付先を書き添えて事務局宛 FAX. をお送
りください。
FAX. 03-3423-1692（日下部 ･82 回）

■申し込み先■
【新潟市東京事務所】 
102-0093 東京都千代田区平河町2-4-1
日本都市センター会館9階
TEL.03-5216-5133  FAX.03-5216-5134
ncsc@niigata-city-sc.jp
ＨＰから入会できます。
http://www.city.niigata.jp/info/ncsc/
※ 入会金・年会費無料

東京から新潟市を応援しよう！
新潟市サポーターズ倶楽部が

会員を募集しています。
小堺正実（44回・H23.9.21）

富所強哉（46回・H24.2.6）

阿部東（49回・H21.11月）

佐藤剛一（50回・H23.10.17）

新谷久男（53回・H22.11月）

小田荘一（56回・H22.秋）

真保興介（56回・H23.12月）

高原哲雄（56回・H23.8.29）

成田順治（56回・H15.1.5）

坂井勝也（58回・H8）

大井忠史（60回・H22.6.23）

笹川薫（60回・H22.9.1）

大倉茂男（61回・H22.9月）

加藤隆策（62回・H23.9.13）

會正之（63回・H23.11.1）

田中勝男（64回・H22.4.28）

西垣昭（64回・Ｈ16年）

堀川信男（64回・H24.1.22)

三國六朗（64回・H22.4.4）

羽生俊夫（74回・H23.10.8）

120回卒・新人の皆様へ
新住所の届けのなかった方については自宅へご案
内を送付しました。転居先のご連絡を事務局まで
お寄せ下さい。  【事務局FAX.03-3423-1692、mail：
kusakabe@moon.email.ne.jp 】

◇青山同窓会◇　
http://www.geocities.jp/niigata_aoyama/

◇東京青山同窓会◇　
http://www.tokyo-aoyama.org/



〜 H23 年度の総会への出欠はがきと会費振込用紙、メールに添えられた主なメッセージです。〜

脳幹梗塞のため突然この世を旅立ってしまいましたのでご報告させて頂きま
す。同窓の皆様くれぐれもお体大切にお過ごし下さいませ。（内）
64回・中川透／所用により欠席致します。盛会をお祈り致します。
64回・藤田昇三／当日田の会合があり出席できません。
65回・山田寛／特に変わりありません。
66回・内田定寛／いつもご案内ありがとうございます。又、ご苦労様です。
盛会を祈ります。今後とも宜しくお願い致します。
66回・熊谷國男／ 8月、34年ぶりに新潟に戻り住所を変更しました。長い
間お世話になりました。貴会の名簿より抹消をお願いします。
66回・野水宏樹／都合により退会します。
67回・松井啓／先約あり、残念ながら欠席。元気です。
69回・高木敏之／元気にやっています。
69回・渡部巌／幹事の皆様ご苦労様です。宜しくお願い申し上げます。
70回・伊藤義博／病気（腎臓病）で入院中。
70回・猪口孝／ますます元気です。新潟県立大学を盛り立てて下さい。
70回・福島治／ FirenzeのFranco Cesati社よりボッカチヲの大著「デカメ
ロン（十日物語）」の原典読解語源辞典の1巻目が今月出版されました。
70回・渡辺允雄／漸く、自適なライフスタイルが見えて来た様な、後期高
齢期に向かっている小生の昨今です。
71回・太田裕／ 10月末退院の予定ですが、11月11日なら何とか行けるの
ではないかと思います。出席を楽しみにリハビリに努めたいと思います。一
応出席とさせて下さい。
71回・柄沢卓／多くの人の力を得て、地域の大きな行事を終えました。
71回・西尾レン／ 2012年4月28日東京表参道「カワイ・パウゼ」及び5月
12日新潟市「だいしホール」にて歌とピアノジョイントリサイタル開催の予
定です。宜しくお願い致します。
72回・黒木トシ子／ 5年前に退職し現在は無職です。（多分お知らせがま
だだったと思います）
72回・齊藤俊正／総会には諸用のため欠席させて頂きます。盛会をお祈り
致します。
72回・冨田由李／お知らせ有難うございました。出席でお願いします。春
の会は受付のお手伝い、間に合わず済みませんでした。今回はちゃんとお
手伝いに行けるように、仕事が早く片付けば、と思っております。9月30日
の新聞で、前前会長、齊藤伸雄の訃報をみました。去年の春の会までは
出席なさってたように思いますが…。あの豪快なお人柄、懐かしく、もう一
度お会いしたかったと、残念です。
72回・古山恒夫／ご連絡ありがとうございます。残念ながら他の行事と重
なってしまったので、欠席させて頂きます。盛会をお祈りいたします。
74回・池田正行／早稲田大学大学院法学研究科修士課程2年に在学して
います。
74回・江口則男／いつも事務局ご苦労様です。11日の総会は予定通り出
席します。よろしくお願いいたします。
74回・岡村康生／単身先の潮来市日の出の我が家は、震災で不等沈下の
被害を受けましたが何とか工夫して暮らしています。人の親切に感謝感謝
の念でいっぱいです。
74回・糟谷好邦／定年まで一年を切り、少しは暇が出来るかと期待してい
ましたが逆に忙しくなり、今年は夏休みも取れず異常です。今年は総会に
参加できませんが、来年の定年後はいろいろな会への皆勤賞を目指します。
74回・工藤義夫／いつもご案内ご苦労さまです。遅くなりましたが、出席
させていただきます。
74回・熊谷玄典／遅くなりましたが住所変更を宜しくお願いします。
74回・関川修一／同窓会のご案内を頂き、ありがとうございました。昨年
に引き続き、本年も参加させていただきます。
74回・高橋信郎／残念ながら大阪出張と重なってしまいました。皆様によ
ろしくお伝え下さい。
74回・土屋彰義／総会に出席いたします。出張続きで連絡が遅くなりご迷
惑おかけしました。よろしくお願いいたします。
74回・西田百合子／総会出席いたします。受付のお手伝いもさせてくださ
い。５時半に伺います。
74回・羽生俊夫／夫俊夫は、一年間の病気療養の末10月8日に亡くなりま
した。夫の名前を会社のホームページから（？）探し出して頂いたのは2年
前くらいでしょうか、あの時はとても嬉しそうにいきさつを話してくれました。
しかしあの頃から忙しくなり、お誘い頂いた同窓会には結局一度も参加で
きなかったことはとても残念でした。とりあえずお知らせまで。（内）
74回・古海正子／他の予定と重複の為、今回は欠席致します。幹事ご苦
労様でございます。
74回・水島信／ 11月11日に東京青山同窓会総会が開催されると聞き及び
ました。小生が日本滞在中ですので、参加いたしたいと思っています。東
京在住ではありませんので会員ではありませんが参加可能でしょうか。であ
れば、会費などを含めて詳細をお教え頂けますか。宜しくお願い致します。
74回・山崎久孝／先月29日Bangkokから日本に戻ってきました。まだタイ
のSamutparakarnの我が家は洪水被害にいたっていませんが、総会の頃
にはどうなっているかと思うと心配です。
75回・山田宏明／「脱原発」の本を11月に出します。タイトルは「原発-
虚構の安全神話」です。
76回・加澤正樹／今回も他の予定が先に入っており参加できません。皆さ
んによろしくお伝え下さい。
76回・田中邦直／ 11日の同窓会総会に出席します。今年、会社を整理し
ましたのでメールアドレスを変更しました。よろしくお願いいたします。
76回・長北学／ 11月11日、年休申請しておきました。参加の予定です。
よろしくお願いします。
76回・林誠／ご案内ありがとうございます。11月11日の総会を欠席いたし
ます。これからもよろしくお願いいたします。
76回・森田満／ご案内をありがとうございます。私は現在中国の深せんに
住んでいますので、同窓会には出席できません。申し訳ありません。
77回・石川彰／総会のご案内ありがとうございます。最近いつもご無沙汰
で申し訳ありません。今回も、当日は財務省主計局総務課長の「平成24
年度予算編成について」の講演会を都内の某会場で開催する事務局を担当
していまして、当日は参加できません。
78回・鈴木正明／還暦を迎え、定年退職後、再任用で勤務を続けており
ます。健康管理とともに資産管理に留意しています。
80回・長正子／１０００円寄付です。ご盛会をお祈りしています。
80回・関本道章／新潟をもっと発信しましょう。新潟日報を活用して下さい。
81回・成海孝二／高校卒業以来、新潟を離れての生活が続いておりますが、
青陵健児の絆の深さを思う今日この頃です。盛会をお祈り致します。
81回・山田徹／準備ご苦労様です。何かあれば協力します。簡単な役を。
81回・鰐渕博／同期81回山田君より連絡があり、東京青山同窓会出席し

たいと思います。よろしくお願いします。
82回・栄森秀一／幹事ご苦労様です。総会出席にてお願い申し上げます。
83回・佐野栄二／ご無沙汰しております。11/11「東京青山同窓会・総会」
出席の予定です。
83回・高山佳郎／すみませんが欠席致します。
84回・緒方俊雄／総会のご連絡ありがとうございます。喜んで出席させて
頂きますので、よろしくお願いいたします。
87回・清水忠明／当日は仕事のため出席できません。ご盛会をお祈りいた
します。
89回・佐藤秀俊／ 11/11開催の総会に、初めてとなりますが出席させてい
ただきます。よろしくお願い致します。
89回・瀧川久孝／ご案内いただきました総会の件、仕事の都合がつかず、
残念ながら欠席させていただきます。
89回・本間裕基／いつもお世話になっております。総会には出席致します
ので宜しくお取り計らい下さい。それでは当日を楽しみにしております。
90回・池田美弥子／昨年度は「中世絵画のマトリックス」出版の紹介をさ
せていただいてありがとうございました。11月11日の東京青山同窓会に出
席いたします。よろしくお願いします。
90回・森豊／いつもご連絡有難うございます。総会、出席致します。他で
お役に立てることが全くございませんので数合わせくらいには、と。
92回・小倉広／参加致します！よろしくお願いいたします。
92回・田沼智子／友人から同窓会の連絡をもらいまして今回はじめて参加
したいと思います。 たぶん住所の記録がかなり古くなっていると思いますの
で、現住所での登録をよろしくお願いします。 
94回・野崎稚恵／いつもお世話になっております。11月の総会、急な仕
事が入らないかぎりぜひ出席したいと思います。
97回・長谷川昌也／ご案内をいただき有難うございました。一寸した試験
を控えておりますので折角ですが欠席させて下さい。お手数をおかけ致し
ます。
98回・木村成志／ 11月11日に開催される、東京青山同窓会総会に出席
する予定ですので、よろしくお願い致します。
98回・三沢計治／連絡が遅くなり申し訳ありません。運悪く11/11に仕事
が入り、残念ながら総会の方は欠席させていただきたく思います。時間が
つけば二次会に伺おうと思います。（住所が変わりました）
98回・村尾治亮／いつもお世話になります。出席させて戴きたいと思って
おりますので、よろしくお願い申し上げます。
102回・池田哲郎／実用フランス語検定4級を取得しました。語学は学生
時代にしっかり学んでおくべきだったと反省している次第です。
104回・佐藤晃／お世話になります。総会に参加したいのですが、間に合
いますでしょうか？どうぞご予定いただけますと助かります。
105回・角野純子／いつも大変お世話になっております。総会の件ですが、
子どもがまだ小さくて手が離せないため、申し訳ありませんが欠席させてい
ただきます。
105回・柳通こずえ／残念ですが、今回は総会と仕事が重なってしまいまし
た。とても残念です。欠席でお願いいたします。またお会いできることを楽
しみにしています。皆様によろしくお伝えください。
107回・小橋川嘉樹／一応出席するつもりです。あとは仕事の都合次第で
すが、一次会途中からは参加できると思います。ちなみに先週引っ越しま
した。
107回・鈴木博之／同期の富山君から東京青山同窓会の開催の話を伺い、
ぜひ参加させて頂きたくご連絡をさせていただきました。お手数をおかけし
ますが、メーリングリストのご登録、出席お手続きのお願い等、よろしくお
願い致します。
107回・富山聡仁／ご連絡有難うございます。是非出席させて頂きたく、宜
しくお願いします。さて当方同期の鈴木博之氏も、入会並びに総会への参
加を検討しております。直接本人から連絡がいくかと思います。お忙しいと
は存じますがご対応頂けましたら幸いです。
108回・大桃綾子／ご盛会を祈念いたします。
112回・金澤信太郎／いつもお世話になっております。青山同窓会総会、
参加させて頂きたいと存じます。よろしくお願い申し上げます。
112回・郷夏史／お忙しいところ失礼します。112回卒の郷 夏史です。今
回の総会は欠席します。よろしくお願いします。
113回・小板橋佑介／初めてメールをお送りいたします。今年度から新社
会人として関東に出てきて、先日友人経由で11月11日(金)の青山同窓会の
開催を知り、ご連絡さし上げた次第です。ぜひとも参加させていただきたい
と考えております。その日は会社のセミナーに参加するため、当日になって
伺えなくなる可能性もありますが、このような集まりを定期的に開催されて
いるとお聞きしていますので、今後同窓会の案内をいただければ幸いです。
113回・関佑樹／ご連絡ありがとうございます。出席させていただきます。
113回・高野祐一／御連絡ありがとうございます。総会に出席致しますので
よろしくお願いします。
113回・杤木康行／総会に参加させて頂きたいと思います。仕事が長引い
た場合はご容赦下さい。4月から東京に来ている同期にも何人か声をかけ
てみました。楽しみにしております。よろしくお願い致します。
114回・玉木由佳莉／皆様お元気ですか？
115回・大村佳織　／大変申し訳ありませんが欠席いたします。就職にとも
ない転居いたしましたので、お知らせいたします。登録変更のほどよろしく
お願いいたします。
115回・本井典子／大変申し訳ありません。今回も仕事の都合により欠席
させて頂きます。盛会をお祈り申し上げます。
115回・山岸智美／申し訳ありませんが欠席させて頂きます。尚、次回から
ご連絡は実家の方にお願い致します。ご盛会をお祈り申し上げます。
117回・榎本飛鳥／連絡遅くなり、申し訳ありません。病院実習の都合で
遅刻してしまうかもしれませんが、11日の総会に参加させていただきたいで
す。よろしくお願いします。
117回・大竹里実／大学の講義のため残念ながら欠席します。宜しくお願
い致します。
117回・小林史佳／お世話になっております。今回、11/11（金）の同窓
会に出席させていただきます。お返事が遅れてしまい申し訳ございませんで
した。当日は楽しみにしております。どうぞよろしくお願い致します。
118回・番場良平／仙台市に2011年4月から転居しました。以後実家に連
絡お願いします。
119回・飯田圭祐／平成23年度総会に出席します。よろしくお願いします。
119回・斎藤千佳子／連絡が遅くなり申し訳ありません。総会に出席させて
いただきたいと思います。
119回・髙橋梨穂子／大学の文化祭のため欠席します。

43回・徳重茂／考えるところあり、会費送付を中止します。会報の送付も
中止して下さい。
46回・田辺陽太郎／ 10月にもお知らせいたしましたが、父は特別養護老
人施設にて暮らしております。旧住所には既に暮らしておりません。よろしく
お願い致します。
46回・富所強哉／夫富所強哉は2月6日永眠致しました。謹んで皆様にお
知らせ申し上げます。尚葬儀は故人の希望により近親者にて滞りなく相済ま
せました。生前のご厚誼に深く感謝申し上げます。（内）
49回・阿部東／阿部東は昨年11月に亡くなりました。長い間お世話になり
ましてありがとうございました。（内）
49回・仁保武人／会費納入欄が消息を知るのに役立ちます。どんどん仲間
が減ってゆくのは、寂しい限りです。最上段まで頑張りたいものです。
50回・佐藤剛一／平成23年10月17日死去致しました。（長男）
50回・寺田秀夫／幸い健康に恵まれ、細々乍ら診療を続けています。
51回・大滝映夫／永年の腰痛で前屈状態になり、歩行に杖だよりの生活で
すが、他は格別に異常ないようです。盛会を祈っております。
52回・渡辺達郎／陽気の発する処　金石亦透る
53回・新谷久男／新谷久男は平成22年11月に死去いたしました。（内）
56回・飯島昌彌／同期の中山、松井両兄とカラオケ愛好3人男で、機会を
作っては大いに歌の競演を楽しんでいます。他に家事手伝い。
56回・井上菊雄／西の涯（与那国石垣まで入れれば日本の中心）福岡に
住みつくと新潟、東京は遠い。先日、倭人伝の伊都国糸島半島元岡から鉄
の屑の遺跡と新しい暦を刻んだ鉄剣が出土しました。新潟中学の鉄人、新
日鉄の斎藤氏、鋼管の山城さんを思い出しました。
56回・小田荘一／平成22年秋、他界いたしました。生前の御厚情に御礼
申し上げます。（内）
56回・塩見戎三／年令相応の日常です。
56回・高原哲雄／髙原哲雄H23.8.29死去。右報告致します。（実弟今井晃）
56回・成田順治／順治事平成15年10月5日死去致しました。（内）
56回・松井昭五／終戦後間もない昭和23年3月の旧制度最後の新潟中学
の卒業式は、まだ寒い風が窓ガラスの破れた口から吹き込んでくる寂しい
ものでした。式の後の祝いの集いもなく、証書を手に家に帰ったものでした。
58回・坂井勝也／連絡が遅れてすみません。坂井勝也は今年で17回忌と
なります。大変な時代に学校を卒業致しましたが、同期の方々とは成人し
てからもよく会っていましたし、家の方へも訪ねて下さいました。ありがとう
ございました。（妹石川雅子）
58回・宗村泰四郎／いつもお世話になります。残念ながら欠席します。来
年は創立120年、旧制の中学と高校が丁度半々の節目となります。感無量
です。
59回・阿部進／元気です。新潟高校のスポーツでの活躍を強く期待してい
ます。
59回・茂泉喜彦／予定が入っており欠席させて頂きます。ご盛会を祈念い
たします。
59回・野村慎三／主人はパーキンソン病で入退院の日々を過ごしておりま
す。皆様によろしくお伝え下さいませ。（代･妻）
59回・花井進／坐骨神経痛や逆流性食道炎にかかり、傘寿を迎えるのは
これほど大変なことなのかと実感しながら、どうやら過ごしています。
59回・藤原幸雄／両足裏にシビレがあり、遠出は自重しております。ご盛
会を祈念いたします。
59回・水沢邦弘／先般、東北青山同窓会が設立され、入会、出席しました。
依って東京青山同窓会を退会したく連絡します。有難うございました。
60回・飯島正夫／永年を費やしたバンコックでのプロジェクトのうち、主力
の2工場が未曾有の長雨によりほぼ壊滅してしまい、私自身も酸欠状態です。

（未熟なのです）青山会の隆盛は、今の私にとっては貴重な酸素ガスに他
なりません。更なるご盛会を祈ります。
60回・石黒忠士／お陰様で元気にしております。東京青山同窓会の皆々様
のご健康を祈念しています。
60回・小出直／体調不良のため近場にしか出掛けられません。悪しからず。
60回・小林吾郎／この日は年令総計496才（兄妹3夫婦人の総年令）の兄
妹会を新潟市で行い、それに行きますので欠席致します。ご盛会を祈念し
ます。
60回・小林満／今年前半メマイ症で3回ほど倒れましたが、現在は元気で
す。
60回・笹川薫／連絡が遅くなりました。平成22年9月1日、伯父薫は死去
致しました。お世話になりました。（甥･笹川大蔵）
60回・高城英雄／会社は整理しました。元気でいます。
60回・徳田浩一／元気です。囲碁を楽しんでいます。
60回・堀部重明／奈良から草加に移り住みはや3年を過ぎ78才になりまし
たが、元気に日々を送っています。
61回・大倉茂男／父、大倉茂男は本年9月に他界いたしました。（大倉徹）
61回・金子章／お世話になります。よろしくお願いします。
61回・助川孝雄／元気で毎日を送っております。ご盛会を祈念いたします。
61回・竹尾昇／医者に通うことの多くなった此の頃ですが、何とはなしに
遊び暮らして居ります。今回旅行の予定あり欠席します。ご盛会を祈念いた
します。
62回・大井栄子／夫、大井忠史（60回）は平成22年6月23日死去いたし
ました。
62回・加藤隆策／平成23年9月13日　夫　加藤隆策は肺炎にて亡くなりま
した。今までありがとうございました。内
62回・帆苅宏典／ 11月11日より「市」制スタートです。「町」が「市」に
表記変更となります。その他は変わりません。2011年11月11日午前11時、
石川県内で11番目の市となります。単独市政は47年ぶりです。
63回・丸山和美／退職後、のんびりと暮らしております。
64回・川崎明／連絡ありがとうございます。総会に出席します。訃報が１
名あります。小田嶋壽一、10月6日、です。新潟の同期会員ですが、東京
同期会にほぼ毎年出席。新潟同窓会にも貢献した会員です。白鳥画伯のス
ポンサーでもありました。
64回・坂井俊一／同期の菅野勝も出席いたします。
64回・坂井敬／新潟同期会の幹事として東京同窓会との懸け橋となって活
躍された小田嶋寿一さんが10月6日に亡くなられ一同ショックを受けました。
一期一会を痛感するこの頃です。
64回・佐藤章／先約があり残念ですが欠席いたします。ご盛会をお祈り申
し上げます。
64回・清水良男／ご盛会をお祈りいたします。第64回生出席の皆様によろ
しく。
64回・須田嶺治／欠席します。遅れて申し訳ありません。
64回・田中勝男／毎年ご連絡ありがとうございました。夫はH22年4月28日、
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高橋紘生
西尾レン
野崎善治
福井明子
松田裕子
宮村達男
72回（20名）
宇田川由美
大野博
金巻裕史
黒木トシ子
小嶋修一
小林正昭
近藤正
齊藤俊正
篠原一博
島村礼子
菅又滋
高橋祐介
太刀川圭一
戸田満弘
冨田由李
中地光子
西村正徳
野村耕治郎
原絢子
古山恒夫
73回（8名）
飯村修
井上敏子
鈴木厚人
田辺研吉
南波祐二
山田美成
八幡修
両川弘道
74回（29名）
青海潔
安藤京子
池一
石井拓男
石山范
和泉潤
江口則男
大石憲一
大滝均
岡村康生
小木恵介
糟谷好邦
工藤義夫
解良和郎
坂井靖
佐藤俊栄
佐藤信秋
島津満里子

関川修一
高橋保
高橋信郎
竹之内明
田村栄作
土屋彰義
中村義一
西田百合子
山崎久孝
若林源基
渡辺洋一
75回（26名）
有薗順子
五十嵐正
笠井忠
川上滋
北村順作
木戸守
小泉慈行
小出公平
後藤輝雄
鈴木克博
曽我正男
白鳥十三
高橋久夫
玉木廣
野崎茂
橋爪博美
服部昭
萬歳信行
深沢義和
藤縄利勝
本田晴久
八木健
山崎信行
山田宏明
山根英郎
渡部一俊
76回（32名）
青山耕一
安達修
岩原俊介
小田高久
尾張明美
海部和史
加澤正樹
賀谷彰夫
久住治
蔵持典与
後藤徳広
小宮山信男
近藤修二
近藤壽邦
指田久美子
曽田修吉
田中邦直
太原まゆみ
田村俊作
長北学
中谷文夫

西沢芳樹
浜田正継
林誠
平野茂樹
古川恒一
細谷洋一
松野真次
湯本雅恵
渡辺博史
渡辺拡
渡辺雅夫
77回（9名）
石川彰
片山等
北村一雄
桜井宗一
佐藤茂
時岡高志
萩野一廣
長谷川実
山田民夫
78回（11名）
太田秀樹
斎藤庫之丞
志藤洋子
篠田敏朗
須田幸子
瀧澤道夫
前田長生
松田元男
村田光男
吉澤哲彦
渡辺茂
79回（5名）
伊藤毅
小田章治
河正子
川上康夫
吉田英幸
80回（7名）
青木隆次
長正子
櫛英彦
小林亮介
高橋直人
長沼正昭
本間英知
81回（10名）
荒川洋
五十嵐和幸
江口稔一
大島長子
越野昌芳
笹川典男
玉木勝一
成海孝二
山田徹
鰐渕博
82回（6名）
栄森秀一

金子裕一
清田甚
日下部朋子
白倉真澄
宮村伸一
83回（7名）
相沢秀幸
遠藤光郎
佐藤扶
佐野栄二
鈴木時男
高山佳郎
山口虎彦
84回（15名）
飯塚雅士
石塚里栄子
太田淑子
岡田憲明
緒方俊雄
唐澤亜弥子
島津孝
杉山良子
関本昇吾
田崎正巳
田中昌夫
塙昌樹
星野紹英
丸山祐一郎
渡辺裕
85回（9名）
荒井裕子
奥村基
杉林亨
早福博史
田中清
田中研一
田村誠
森大輔
山田尚美
86回（6名）
斎藤健
南野伸之
乗兼浩明
林光洋
広田淳子
宮腰重三郎
87回（2名）
清水忠明
渡辺政城
88回（1名）
今井信一郎
89回（5名）
倉田裕一
佐藤秀俊
中野まさみ
西巻政信
本間裕基
90回（10名）
池田美弥子
歌代真人

勝山達志
小林到
小林美奈子
坂井謙一
高橋美和
田辺文
中村泰
森豊
92回（2名）
小倉広
田沼智子
94回（1名）
石田朋子
96回（1名）
浜田恒平
99回（1名）
君和田俊裕
100回（1名）
佐藤直仁
102回（1名）
池田哲郎
103回（1名）
鷲尾英一郎
104回（3名）
荒貴博
小島千恵子
佐藤晃
106回（1名）
星野善宣
107回（3名）
小橋川嘉樹
鈴木博之
富山聡仁
110回（1名）
高橋憲正
111回（1名）
酒井克直
112回（2名）
金澤信太郎
吉田丈夫
113回（2名）
関佑樹
高野祐一
115回（2名）
郷慎久朗
本井典子
116回（2名）
馬場直也
元井快
117回（1名）
宗村泰孝
118回（1名）
会田俊貴
119回（4名）
今井周作
桑野駿
小松美国
渡邊由貴

以上533名

平成 23 年度（H23.10.1 〜 H24.9.30）　年会費納入者一覧（H23.10.1 〜 H24.4.10 現在まで）


